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(57)【要約】
【課題】内視鏡管路に連通する送気管路の上流側へ液体
が逆流してしまうことを、簡単かつ部品点数を少なくて
して確実に防ぐことができる構成を具備する内視鏡用流
体制御装置を提供する。
【解決手段】上流側から下流側に気体を流通させる流路
８２ｉを有し、中途部に流路８２ｉから外部空間に連通
する側孔８２ｈを有する送気管路８２と、側孔８２ｈに
挿入されるとともに側孔８２ｈの穿設方向Ｃに押し込み
操作可能に配設され、外径が側孔８２ｈよりも小さく形
成された操作ボタン７１と、操作ボタン７１に連設され
るとともに送気管路８２に内設され、操作ボタン７１が
非押し込み状態においては送気管路８２内に当接するこ
とにより流路８２ｉを閉塞し、操作ボタン７１が押し込
み状態においては穿設方向Ｃに変形して流路８２ｉを開
放させる変形部７２と、を具備する。
【選択図】図４
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【特許請求の範囲】
【請求項１】
　上流側から下流側に気体を流通させる流路を有し、中途部に前記流路から外部空間に連
通する側孔を有する送気管路と、
　前記側孔に挿入されるとともに前記側孔の穿設方向に押し込み操作可能に配設され、外
径が前記側孔よりも小さく形成された操作ボタンと、
　前記操作ボタンに連設されるとともに前記送気管路に内設され、前記操作ボタンが非押
し込み状態においては前記送気管路内に当接することにより前記流路を閉塞し、前記操作
ボタンが押し込み状態においては前記穿設方向に変形して前記流路を開放させる変形部と
、
　を具備することを特徴とする内視鏡用流体制御装置。
【請求項２】
　前記変形部は、前記操作ボタンよりも下流側に配設され、前記非押し込み状態において
は前記送気管路の内壁に当接する閉塞部を有していることを特徴とする請求項１に記載の
内視鏡用流体制御装置。
【請求項３】
　前記変形部は、上流側が閉じられるとともに下流側が開放された管状部材に構成され、
該管状部材の下流側の外周に前記閉塞部が形成されており、
　前記押し込み状態において前記管状部材は、下流側の内部空間の体積が小さくなるよう
変形されることを特徴とする請求項２に記載の内視鏡用流体制御装置。
【請求項４】
　前記送気管路及び該送気管路とは独立した吸引管路の下流側の各開口端が、被検体内に
連通する内視鏡管路の上流側の開口に、前記送気管路及び前記吸引管路が前記内視鏡管路
に連通するよう連結させる連結部をさらに具備していることを特徴とする請求項１に記載
の内視鏡用流体制御装置。
【請求項５】
　前記側孔は、前記非押し込み状態において前記流路における前記気体を前記外部空間へ
と流出させる通路を構成していることを特徴とする請求項１に記載の内視鏡用流体制御装
置。
【請求項６】
　前記内視鏡管路における前記連結部よりも下流側に、前記内視鏡管路を介して前記被検
体内に液体を送液する送液ポートが設けられていることを特徴とする請求項４に記載の内
視鏡用流体制御装置。
【発明の詳細な説明】
【技術分野】
【０００１】
　本発明は、上流側から下流側に気体を流通させる流路を有する送気管路を具備する内視
鏡用流体制御装置に関する。
【背景技術】
【０００２】
　近年、内視鏡は、医療分野において広く利用されている。医療分野において用いられる
内視鏡は、細長い挿入部を被検体となる体腔内に挿入することによって、体腔内の臓器を
観察することができる。また、必要に応じて内視鏡が具備する処置具の挿通チャンネル内
に挿入した処置具を用いて各種処置をすることができる。
【０００３】
　また、内視鏡内には、上述した挿通チャンネルの他、被検体内に液体を供給する前方送
水管路や、挿入部の先端面に設けられた対物レンズに液体または気体を送気する送気送水
管路等が設けられた構成が周知である。
【０００４】
　尚、挿通チャンネルを被検体内の体液等の液体や気体といった流体を吸引する吸引管路
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として用いる構成も周知である。
【０００５】
　さらに、挿入部の細径化を実現するため、内視鏡内に管路が１本のみ設けられ、該１本
の内視鏡管路を用いて被検体内に気体を送気したり被検体内の流体を吸引したりする内視
鏡の構成も周知である。
【０００６】
　尚、挿入部が非常に細い径を有する内視鏡としては、例えば耳鼻咽喉科分野において使
用される内視鏡が周知である。
【０００７】
　具体的には、挿入部内及び該挿入部の基端に連設された操作部内に１本の内視鏡管路が
設けられ、操作部に、１本の内視鏡管路を用いて被検体内に気体の送気を行うか被検体内
の流体の吸引を行うかを切り替えるとともに送気管路及び吸引管路が接続された内視鏡用
流体制御装置（以下、単に流体制御装置と称す）が設けられた構成が周知である。
【０００８】
　尚、送気管路及び吸引管路は、それぞれ流体制御装置において内視鏡管路に連通してお
り、送気管路は送気装置に接続され、吸引管路は吸引装置に接続されている。
【０００９】
　また、送気管路において上流側から下流側への気体の供給によってのみ送気管路の流路
を開放するとともに、流路の上流側に液体が逆流してしまうことを防止する弁体が送気管
路に設けられた流体制御装置の構成も周知である。
【００１０】
　ところで、このような流体制御装置の構成において、送気も吸引も行っていない状態で
の内視鏡の使用中に、何らかの原因により送気管路に連通する内視鏡管路における弁体よ
りも下流側の圧力が変化してしまう場合がある。
【００１１】
　具体的には、内視鏡管路において、流体制御装置よりも下流側に設けられた送液ポート
にシリンジを接続して、内視鏡管路を介して被検体内に液体を送液する際、シリンジ内に
は液体だけでなく、多少気体も含まれている。このため、シリンジ内の液体を全て供給し
た直後、内視鏡管路内にシリンジ内の気体が供給されてしまう。
【００１２】
　ところが、この際、液体の供給から気体の供給に変化した瞬間に、液体と気体との圧力
の違いにより、内視鏡管路内の弁体よりも下流側の圧力が断続的に上がったり下がったり
、具体的には、大気圧よりも高くなったり（陽圧）、低くなったり（陰圧）してしまう場
合等がある。
【００１３】
　この場合、圧力の低下により弁体が意図せず開放されてしまい、圧力の上昇により液体
が送気管路の上流側に逆流してしまうといった問題があった。
【００１４】
　このような問題に鑑み、特許文献１には、送気管路において、吸引指示を行う吸引ボタ
ンが、上述した弁体よりも上流側に設けられているとともに、吸引ボタン自体が上述した
弁体とは異なる他の弁体として機能する流体制御装置の構成が開示されている。
【００１５】
　このような構成によれば、仮に、弁体よりも下流側の圧力変化により弁体が意図せず開
放されてしまったとしても、弁体の開放に連動して吸引ボタンが下流側の圧力変化によっ
て自動的に流路を塞ぐ。このことから、吸引ボタンにより送気管路における上流側への液
体の逆流を防ぐことができる。
【先行技術文献】
【特許文献】
【００１６】
【特許文献１】特許第５７２２５１０号公報
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【発明の概要】
【発明が解決しようとする課題】
【００１７】
　しかしながら、例えばシリンジから内視鏡管路に上述したように液体とともに気体を供
給した場合、上述したように、内視鏡管路内には、断続的に上昇及び低下を繰り返すよう
な圧力変化が生じる。ところが、該圧力変化により吸引ボタンが振動してしまうと、吸引
ボタンは、断続的な圧力変化に追従できなくなってしまう。
【００１８】
　この場合、吸引ボタンによって流路を塞ぐことができなくなってしまうことから、送気
管路における上流側への液体の逆流を防ぐことができない可能性があった。
【００１９】
　このような事情に鑑み、弁体に、圧力変化や気体の供給によって流路を開閉する構成を
用いるのではなく、操作者の能動的な操作によってのみ流路を開閉する構成を用いること
が考えられる。しかしながら、この場合、弁体を構成する部品点数が多くなってしまう他
、開閉構造が複雑になってしまうといった問題があった。
【００２０】
　本発明は、上記問題点に鑑みなされたものであり、内視鏡管路に連通する送気管路の上
流側へ液体が逆流してしまうことを、簡単かつ部品点数を少なくてして確実に防ぐことが
できる構成を具備する内視鏡用流体制御装置を提供することを目的とする。
【課題を解決するための手段】
【００２１】
　上記目的を達成するため本発明の一態様による内視鏡用流体制御装置は、上流側から下
流側に気体を流通させる流路を有し、中途部に前記流路から外部空間に連通する側孔を有
する送気管路と、前記側孔に挿入されるとともに前記側孔の穿設方向に押し込み操作可能
に配設され、外径が前記側孔よりも小さく形成された操作ボタンと、前記操作ボタンに連
設されるとともに前記送気管路に内設され、前記操作ボタンが非押し込み状態においては
前記送気管路内に当接することにより前記流路を閉塞し、前記操作ボタンが押し込み状態
においては前記穿設方向に変形して前記流路を開放させる変形部と、を具備する。
【発明の効果】
【００２２】
　本発明によれば、内視鏡管路に連通する送気管路の上流側へ液体が逆流してしまうこと
を、簡単かつ部品点数を少なくてして確実に防ぐことができる構成を具備する内視鏡用流
体制御装置を提供することができる。
【図面の簡単な説明】
【００２３】
【図１】本実施の形態の流体制御装置が設けられた内視鏡の外観を、送気装置及び吸引装
置とともに概略的に示す内視鏡装置の図
【図２】図１の流体制御装置の斜視図
【図３】図２の流体制御装置の分解斜視図
【図４】図２の流体制御装置を、内視鏡管路及びシリンジとともに示す図２中のIV-IV線
に沿った断面図
【図５】図４の吸引ボタンユニットが操作者により押下操作された状態を示す部分断面図
【図６】図４の送気ボタンが操作者により押下操作された状態を示す断面図
【発明を実施するための形態】
【００２４】
　以下、図面を参照して本発明の実施の形態を説明する。　
【００２５】
　図１は、本実施の形態の流体制御装置が設けられた内視鏡の外観を、送気装置及び吸引
装置とともに概略的に示す内視鏡装置の図である。
【００２６】
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　図１に示すように、内視鏡装置１００は、内視鏡１と、流体制御装置である送気吸引バ
ルブ２０と、送気装置３２と、吸引装置３３と、送気チューブ４２と、吸引チューブ４３
とを具備して主要部が構成されている。
【００２７】
　内視鏡１は、被検体内に挿入される挿入部５と、該挿入部５の挿入方向Ｓの基端側に連
設された操作部６とを具備している。
【００２８】
　また、内視鏡１は、操作部６から延出されたユニバーサルコード７と、該ユニバーサル
コード７の延出端に設けられた図示しないコネクタとを具備している。尚、コネクタを介
して、内視鏡１は、制御装置や照明装置等の外部装置と電気的に接続される。
【００２９】
　挿入部５は、挿入方向Ｓの先端側から順に、先端部２と湾曲部３と可撓管部４とを具備
して構成されており、挿入方向Ｓに沿って細長に形成されている。
【００３０】
　湾曲部３は、後述する湾曲レバー１１の回動操作によって、例えば２方向に湾曲される
ことにより、先端部２内に設けられた図示しない対物光学系の観察方向を可変したり、被
検体内における先端部２の挿入性を向上させたりするものである。尚、湾曲部３は３方向
以上に湾曲自在であっても構わない。さらに、可撓管部４は、湾曲部３の基端側に連設さ
れている。
【００３１】
　操作部６に、操作者によって把持される把持部６ｈが設けられている。また、操作部６
において、把持部６ｈよりも挿入方向Ｓの先端側に、送液ポートである口金６ｋが設けら
れている。
【００３２】
　口金６ｋは、操作部６において、後述する連結部Ｇ（図４参照）よりも下流側に設けら
れており、連結部Ｇよりも下流側において、後述する内視鏡管路９０の流路９０ｉ（いず
れも図４参照）に対し連通する。
【００３３】
　口金６ｋは、被検体内に対して流路９０ｉを介して処置具を挿抜する際の流路９０ｉへ
の挿抜口９０ｃを有している。尚、挿抜口９０ｃは、被検体内に流路９０ｉを介して液体
Ｒ（図４参照）を送液する際、シリンジ１２０（図４参照）が装着される装着口を構成し
ている。
【００３４】
　操作部６の把持部６ｈよりも挿入方向Ｓの基端側に位置する操作部本体６ｂに、湾曲部
３の２方向への湾曲を指示する湾曲レバー１１と、先端部２内に設けられた図示しない撮
像ユニットの撮像動作を指示する操作スイッチ１２とが設けられている。
【００３５】
　さらに、操作部本体６ｂに、内視鏡管路９０を用いて、被検体内への気体Ａ（図６参照
）の供給と流体Ｅ（図５参照）の吸引とを切り替える送気吸引バルブ２０が設けられてい
る。
【００３６】
　送気吸引バルブ２０の後述する送気口金２２には、送気チューブ４２を介して送気装置
３２が接続されており、送気吸引バルブ２０の後述する吸引口金２３には、吸引チューブ
４３を介して吸引装置３３が接続されている。
【００３７】
　尚、以下、送気吸引バルブ２０の構成を、上述した図１と、図２～図６とを用いて説明
する。
【００３８】
　図２は、図１の流体制御装置の斜視図、図３は、図２の流体制御装置の分解斜視図、図
４は、図２の流体制御装置を、内視鏡管路及びシリンジとともに示す図２中のIV-IV線に
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沿った断面図である。
【００３９】
　また、図５は、図４の吸引ボタンユニットが操作者により押下操作された状態を示す部
分断面図、図６は、図４の送気ボタンが操作者により押下操作された状態を示す断面図で
ある。
【００４０】
　尚、図４～図６に示す送気吸引バルブ２０の断面は、図２中のIV-IV線位置での断面に
対して、吸引管路８３の内視鏡管路９０への接続構成を分かりやすくするため、敢えて吸
引管路８３の進行方向を反対方向に記載している。
【００４１】
　図１に示すように、挿入部５及び操作部６内には、１本の内視鏡管路９０が設けられて
いる。
【００４２】
　内視鏡管路９０における流路９０ｉの挿入方向Ｓの先端は、図１に示すように、先端部
２の先端面において、開口９０ａとして開口されている。
【００４３】
　流路９０ｉの基端は、図４に示すように、送気吸引バルブ２０内において開口９０ｂと
して開口されている。また、図４に示すように、流路９０ｉの中途位置には、上述したよ
うに、操作部６内において口金６ｋが連通している。
【００４４】
　図２～図４に示すように、内視鏡１の操作部６の操作部本体６ｂに設けられた送気吸引
バルブ２０は、送気管路８２と、吸引管路８３と、送気管路８２に連通する送気口金２２
と、吸引管路８３に連通する吸引口金２３と、吸引ボタンユニット６１と、吸引リーク孔
６２ｒを有するゴムバネ６２と、送気ボタンユニット７０とを具備して主要部が構成され
ている。
【００４５】
　送気管路８２は、送気吸引バルブ２０内において図２、図３中における方向Ｂに沿って
設けられており、上流側から下流側へと気体Ａを流通させる流路８２ｉを有している。
【００４６】
　また、送気管路８２は、方向Ｂにおける中途部において、図２～図４に示すように、流
路８２ｉから外部空間に連通する図２～図４中の方向Ｂに直交する方向Ｃに沿って穿設さ
れた側孔８２ｈを有している。以下、方向Ｃを穿設方向Ｃと称す。
【００４７】
　さらに、送気管路８２は、上流側（送気装置３２側）において送気口金２２に連通して
おり、下流側の開口端８２ａが、流路８２ｉが流路９０ｉに連通するよう、送気吸引バル
ブ２０内において内視鏡管路９０の開口９０ｂに連結部Ｇにおいて連結されている。
【００４８】
　このことにより、送気装置３２から送気された気体Ａは、図６に示すように、後述する
送気ボタン７１の押し込み状態においては、送気チューブ４２、送気口金２２を介して送
気管路８２の流路８２ｉに進入した後、内視鏡管路９０の流路９０ｉを介して開口９０ａ
から被検体内へと供給される。
【００４９】
　尚、送気装置３２から送気された気体Ａは、図４に示すように、後述する送気ボタン７
１の非押し込み状態においては、側孔８２ｈを介して流路８２ｉから外部空間へと流出さ
れる。即ち、側孔８２ｈは、送気ボタン７１の非押し込み状態において、流路８２ｉにお
ける気体Ａを外部空間へと流出させる通路を構成している。
【００５０】
　吸引管路８３は、送気吸引バルブ２０内において図２、図３中の方向Ｂに沿って設けら
れているとともに、穿設方向Ｃ及び方向Ｂに直交する方向Ｄにおいて送気管路８２に並設
されており、下流側から上流側へと流体Ｅを流通させる流路８３ｉを有している。
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【００５１】
　また、吸引管路８３は、上流側（吸引装置３３側）において吸引口金２３に連通してお
り、下流側の開口端８３ａが、流路８３ｉが流路９０ｉに連通するよう、送気吸引バルブ
２０内において内視鏡管路９０の開口９０ｂに連結部Ｇにおいて連結されている。
【００５２】
　吸引ボタンユニット６１は、図３に示すように、軸部６１ｊと、押下部６１ｂと、封止
部６１ｔとから構成されている。
【００５３】
　また、吸引ボタンユニット６１は、操作者の指Ｆにより、図４、図５に示すように、穿
設方向Ｃにおいて押し込み操作自在に構成されている。
【００５４】
　即ち、吸引ボタンユニット６１は、操作者の指Ｆによる図５に示すような穿設方向Ｃへ
の押し込み操作により、図５中の穿設方向Ｃにおける下方、即ち内視鏡管路９０側に移動
する。その後、押し込み操作が終わると、吸引ボタンユニット６１は、図４中の穿設方向
Ｃにおける上方、即ち内視鏡管路９０から離間する側に移動する。
【００５５】
　軸部６１ｊは、穿設方向Ｃに沿ってそれぞれ形成された送気吸引バルブ２０の嵌入孔２
１ｋ及びゴムバネ６２の貫通孔６２ｈにそれぞれ嵌入されるものであり、図３中の穿設方
向Ｃに沿って細長かつ、例えば円柱状に形成されている。
【００５６】
　押下部６１ｂは、例えば円板状に形成されており、軸部６１ｊの穿設方向Ｃにおける図
３中の上端に設けられ、穿設方向Ｃにおいて送気吸引バルブ２０の外装との間にゴムバネ
６２を挟むように、ゴムバネ６２に当接して設けられている。
【００５７】
　封止部６１ｔは、軸部６１ｊの穿設方向Ｃにおける図３中の下端に設けられているとと
もに、軸部６１ｊとともに嵌入孔２１ｋに嵌入されるものであり、軸部６１ｊよりも大径
にフランジ状に形成されている。
【００５８】
　封止部６１ｔは、吸引ボタンユニット６１の非押し込み状態において、吸引管路８３の
開口端８３ａを塞ぐものである。
【００５９】
　よって、吸引ボタンユニット６１の押し込み状態においては、図５に示すように、封止
部６１ｔは、開口端８３ａを開放することによって、流路８３ｉを流路９０ｉに連通させ
る。
【００６０】
　ゴムバネ６２は、図２、図３に示すように、内部に穿設方向Ｃに沿った貫通孔６２ｈを
有するよう穿設方向Ｃに所定の長さを有するとともに筒状に形成されている。
【００６１】
　また、ゴムバネ６２は、穿設方向Ｃに伸縮自在に構成されている。さらに、ゴムバネ６
２は、図４に示すように、吸引ボタンユニット６１の非押し込み状態においては、押下部
６１ｂを図３中の穿設方向Ｃにおける上方側に押し上げることによって、封止部６１ｔを
開口端８３ａに押し付けることにより開口端８３ａの封止状態を維持する。
【００６２】
　また、ゴムバネ６２は、図５に示すように、吸引ボタンユニット６１の押し込み状態に
おいては、押下部６１ｂによって穿設方向Ｃに圧縮される。尚、その結果、貫通孔６２ｈ
に連通するリーク孔６２ｒが塞がれる。
【００６３】
　このことにより、図４に示すように、一方、吸引ボタンユニット６１の非押し込み状態
においては、開口端８３ａは封止部６１ｔによって塞がれていることから、流路９０ｉと
流路８３ｉとは連通しない。
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【００６４】
　このため、吸引装置３３が駆動されると、ゴムバネ６２の吸引リーク孔６２ｒ、貫通孔
６２ｈを介して外部空間の気体Ａが流路８３ｉに流入され、吸引装置３３によって吸引さ
れる。
【００６５】
　また、図５に示すように、他方、吸引ボタンユニット６１の押し込み状態においては、
押下部６１ｂによってリーク孔６２ｒは塞がれ、封止部６１ｔは開口端８３ａを開放する
。このことから、流路９０ｉは流路８３ｉに連通するため、吸引装置３３が駆動されると
、被検体内の流体Ｅは、開口９０ａから流路９０ｉ、流路８３ｉ、吸引口金２３、吸引チ
ューブ４３を介して吸引される。
【００６６】
　送気ボタンユニット７０は、操作ボタンである送気ボタン７１と、弾性部材から構成さ
れた変形部７２とを具備して主要部が構成されている。
【００６７】
　送気ボタン７１は、図２、図４に示すように、側孔８２ｈに挿入されるとともに、側孔
８２ｈの穿設方向Ｃに押し込み操作可能に設けられている。
【００６８】
　また、送気ボタン７１は、外径が、側孔８２ｈよりも小さく形成されている。このこと
により、送気ボタン７１が非押し込み状態の際は、送気ボタン７１が挿入されていない部
位における側孔８２ｈの領域が、流路８２ｉにおける気体Ａを外部空間へと流出させる通
路を構成する。
【００６９】
　変形部７２は、図３、図４に示すように、送気ボタン７１に連設されるとともに、送気
管路８２内に内設されている。
【００７０】
　また、変形部７２は、図４に示すように送気ボタン７１が非押し込み状態においては、
送気管路８２内に当接することにより流路８２ｉを閉塞し、図６に示すように送気ボタン
７１が押し込み状態においては、穿設方向Ｃに変形して流路８２ｉを開放させるものであ
る。
【００７１】
　具体的には、図３、図４、図６に示すように、変形部７２は、上流側が閉じられるとと
もに下流側が開放された所定の肉厚を有する管状部材７３において、一点鎖線で囲って示
すように、送気ボタン７１よりも下流側に設けられている。
【００７２】
　尚、管状部材７３に送気ボタン７１が一体的に形成されている場合を、図４、図６は示
しているが、別体から構成されていても構わない。また、変形部７２も管状部材７３に一
体的に形成されている場合を、図４、図６は示しているが、別体から構成されていても構
わない。
【００７３】
　また、管状部材７３の下流側の外周に、図４に示すように、送気ボタン７１の非押し込
み状態において送気管路８２の内壁８２ｎに当接する閉塞部７２ｅが周状に設けられてい
る。
【００７４】
　尚、閉塞部７２ｅとしては、例えばＯリングが挙げられる。また、図３に示すように、
管状部材７３の上流側の外周に、Ｏリング等の閉塞部７３ｄが内壁８２ｎに当接するよう
設けられていても良い。
【００７５】
　このことにより、図４に示すような送気ボタン７１の非押し込み状態においては、送気
装置３２から送気チューブ４２、送気口金２２を介して流路８２ｉに流入された気体Ａは
、閉塞部７２ｅにより、該閉塞部７２ｅよりも流路８２ｉの下流側、即ち流路９０ｉへと



(9) JP 2021-141906 A 2021.9.24

10

20

30

40

50

は進入できず、側孔８２ｈから外部空間に流出される。
【００７６】
　管状部材７３は、上述したように下流側が開放された形状を有していることにより下流
側に変形部７２が構成されており、図６に示すように、送気ボタン７１が穿設方向Ｃに押
し込まれた押し込み状態において、下流側の内部空間７３ｉの体積が小さくなるよう変形
される。
【００７７】
　このことにより、図６に示すように、内壁８２ｎに対する閉塞部７２ｅの当接が一部解
除されることに加え、送気ボタン７１を穿設方向Ｃに押下する指Ｆによって側孔８２ｈが
塞がれる。
【００７８】
　このことから、送気装置３２から送気チューブ４２、送気口金２２を介して流路８２ｉ
に流入された気体Ａは、閉塞部７２ｅよりも流路８２ｉの下流側に進行し、流路９０ｉへ
と進入する。
【００７９】
　ここで、上述したように、図４に示すような送気ボタン７１の非押し込み状態における
閉塞部７２ｅが内壁８２ｎに当接することにより流路８２ｉを塞いでいる状態において、
シリンジ１２０から流路９０ｉに液体Ｒのみならず気体が供給されてしまうことにより、
送気ボタンユニット７０よりも下流側の圧力が断続的に大気圧に対して陰圧、陽圧に変化
してしまう場合がある。
【００８０】
　この場合、一方、陽圧の場合は、図４に示すように、閉塞部７２ｅが内壁８２ｎに対し
て、穿設方向Ｃにおける拡径方向Ｃ１に広がろうとすることから、内壁８２ｎに対する閉
塞部７２ｅの当接力が大きくなる。このため、送気ボタンユニット７０は、より強固に流
路８２ｉの閉塞を行うことができる。
【００８１】
　また、他方、陰圧の場合は、図４に示すように、確かに穿設方向Ｃにおいて、閉塞部７
２ｅは内壁８２ｎから離間するよう縮径方向Ｃ２に縮まろうとする。しかしながら、管状
部材７３における変形部７２は所定の肉厚を有するとともに、閉塞部７２ｅ、７３ｄが内
壁８２ｎに当接しているため、縮径方向Ｃ２への力に抗することから、各閉塞部７２ｅ、
７３ｄが内壁８２ｎから離れず、流路８２ｉの閉塞が開放されてしまうことがない。
【００８２】
　よって、図４に示すような送気ボタン７１の非押し込み状態において、液体Ｒが送気管
路８２の流路８２ｉにおける送気ボタンユニット７０よりも上流側に逆流してしまうこと
がない。即ち、流路８２ｉは、送気ボタンユニット７０に対し、図６に示すような送気ボ
タン７１の押し込み状態にのみ上流側と下流側とが流通する。
【００８３】
　また、上述した図５に示したように、吸引ボタンユニット６１の押し込み状態において
、流体Ｅの流路９０ｉから流路８３ｉへの吸引を行う際も、流路８２ｉから流路９０ｉへ
の気体Ａの流れ込みがないことから、吸引力が低下してしまうことを防ぐことができる。
【００８４】
　尚、その他の送気吸引バルブ２０の構成は、従来と同じであるため、その説明は省略す
る。
【００８５】
　このように、本実施の形態においては、内視鏡管路９０に接続された送気管路８２にお
いて、流路９０ｉに連通する流路８２ｉの中途部に、送気ボタンユニット７０が設けられ
ていると示した。
【００８６】
　また、送気ボタンユニット７０は、送気管路８２の中途部に形成されるとともに流路８
２ｉと外部空間とを連通させる側孔８２ｈに押し込み操作可能に挿入される送気ボタン７
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１と、変形部７２が構成された管状部材７３とを有していると示した。
【００８７】
　さらに、変形部７２は、上流側が塞がれるとともに下流側が開放された管状部材７３の
送気ボタン７１よりも下流側に構成され、送気ボタン７１よりも下流側の外周に送気ボタ
ン７１の非操作状態においては内壁８２ｎに当接して流路８２ｉを塞ぐ閉塞部７２ｅを有
していると示した。
【００８８】
　さらに、変形部７２は、送気ボタン７１の押し込み操作により内壁８２ｎから閉塞部７
２ｅの一部が離間するよう変形し、流路８２ｉを開放すると示した。
【００８９】
　また、管状部材７３における変形部７２は、所定の肉厚を有していると示した。
【００９０】
　このことによれば、送気ボタン７１と、変形部７２を有する管状部材７３から構成され
た送気ボタンユニット７０といった簡単な１つの部材のみにて、流路８２ｉは、送気ボタ
ン７１の非押下状態では、内壁８２ｎへの閉塞部７２ｅの当接により流路８２ｉが開放さ
れない構成を実現することができる。
【００９１】
　さらに、送気ボタン７１が押下操作された場合のみ変形部７２の変形によって、内壁８
２ｎから閉塞部７２ｅの一部が離間することにより流路８２ｉを開放する構成を実現する
ことができる。
【００９２】
　また、送気ボタン７１の非押し込み状態における内壁８２ｎに閉塞部７２ｅが当接する
ことにより流路８２ｉを塞いでいる状態において、送気ボタンユニット７０よりも下流側
の圧力が断続的に陽圧、陰圧に変化しても、所定の肉厚を有する変形部７２により、内壁
８２ｎに対する閉塞部７２ｅの当接が解除されてしまうことがない。
【００９３】
　以上から、内視鏡管路９０に連通する送気管路８２の上流側へ液体Ｒが逆流してしまう
ことを、簡単かつ部品点数を少なくてして確実に防ぐことができる構成を具備する送気吸
引バルブ２０を提供することができる。
【００９４】
　尚、上述した本実施の形態においては、送気吸引バルブ２０は、内視鏡管路９０に送気
管路８２と、吸引管路８３とが接続されて、流路８２ｉからの流路９０ｉへの気体Ａの送
気と、流路９０ｉからの流路８３ｉを用いた流体Ｅの吸引とを切り替える場合を例に挙げ
て示した。
【００９５】
　これに限らず、内視鏡管路９０に送気管路８２のみが接続され、流路９０ｉに流路８２
ｉから気体Ａを送気するのみの構成においても、本実施の形態は適用可能であることは勿
論である。
【符号の説明】
【００９６】
　６ｋ…送液ポート
　２０…送気吸引バルブ（内視鏡用流体制御装置）
　７１…送気ボタン（操作ボタン）
　７２…変形部
　７２ｅ…閉塞部
　７３…管状部材
　７３ｉ…内部空間
　８２…送気管路
　８２ａ…下流側の開口
　８２ｈ…側孔
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　８２ｉ…流路
　８２ｎ…内壁
　８３…吸引管路
　８３ａ…下流側の開口
　９０…内視鏡管路
　９０ｂ…上流側の開口
　Ａ…気体
　Ｃ…穿設方向
　Ｇ…連結部
　Ｒ…液体ポート

【図１】 【図２】

【図３】
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